
 

 

 

議案第２０号 

   米原市山東健康福祉センター条例等の一部を改正する等の条例について 

 米原市山東健康福祉センター条例等の一部を改正する等の条例を別紙のとおり制定すること

について議会の議決を求める。 

 

  令和２年２月２８日提出 

米 原 市 長  平 尾 道 雄 

 

 

      提案理由 

令和３年３月31日をもって、米原市山東健康福祉センター、米原市地域福祉センターおよび

米原市伊吹健康プラザ愛らんどの各施設のデイサービスセンターならびに米原市西部デイサー

ビスセンターを廃止するため、この案を提出するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

   米原市山東健康福祉センター条例等の一部を改正する等の条例 

 

 (米原市山東健康福祉センター条例の一部改正) 

第１条 米原市山東健康福祉センター条例（平成17年米原市条例第94号）の一部を次のよう

に改正する。 

  第２条を次のように改める。 

(施設) 

 第２条 米原市山東健康福祉センター（以下「健康福祉センター」という。）は、保健センタ

ーをもって構成する。 

  第３条中第２号を削り、第３号を第２号とする。 

  第５条および第６条を次のように改める。 

(休館日) 

 第５条 健康福祉センターの休館日は、次に掲げるとおりとする。ただし、市長が特に必要

と認めるときは、これを変更することができる。 

(１) 日曜日および土曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 12月 29日から翌年の１月３日までの日 

 第６条 削除 

  第８条から第10条までを次のように改める。 

 第８条から第10条まで 削除 

 

 (米原市地域福祉センター条例の一部改正) 

第２条 米原市地域福祉センター条例（平成17年米原市条例第95号）の一部を次のように改

正する。 

  第２条を次のように改める。 

 第２条 削除 

  第３条中「地域福祉センター」を「第１条の表に掲げる地域福祉センター（以下「地域福

祉センター」という。）」に改め、同条第４号を削り、同条第５号中「福祉センター」の前に

「地域」を加え、同号を同条第４号とする。 

  第５条を次のように改める。 

(休館日) 



 

 

 

 第５条 地域福祉センターの休館日は、次に掲げるとおりとする。ただし、市長が特に必要

があると認めるときは、これを変更し、または臨時に休館日を定めることができる。 

(１) 日曜日および土曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 12月 29日から翌年の１月３日までの日 

  第８条を次のように改める。 

 第８条 削除 

  第９条の見出し中「地域福祉支援センターの」を削る。 

  第 17条第２項第４号中「デイサービスセンター利用料金および地域福祉支援センターの」

を「地域福祉センターの」に、「地域福祉支援センター利用料金」を「利用料金」に改める。 

  第 19条第１項中「デイサービスセンター利用料金および地域福祉支援センター」を削り、

同条第２項中「第８条および」、「デイサービスセンター利用料金および地域福祉支援センタ

ー」および「デイサービスセンターの利用者および」を削り、同条第３項中「デイサービス

センター利用料金の額は第８条第２項の規定による額を上限として、地域福祉支援センター

利用料金の額は」を「利用料金の額は、」に改める。 

 

 (米原市伊吹健康プラザ愛らんど条例の一部改正) 

第３条 米原市伊吹健康プラザ愛らんど条例（平成17年米原市条例第96号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  第２条第３号を削る。 

  第３条第３号を削り、同条第４号中「前３号」を「前２号」に改め、同号を同条第３号と

する。 

  第５条を次のように改める。 

(休館日) 

 第５条 愛らんどの休館日は、次に掲げるとおりとする。ただし、市長が特に必要があると

認めるときは、これを変更し、または臨時に休館日を定めることができる。 

(１) 日曜日および土曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 12月 29日から翌年の１月３日までの日 

  第８条を次のように改める。 

 第８条 削除 



 

 

 

  第 17条第２項第４号中「デイサービスセンター利用料金および」を削り、「施設利用料金」

を「利用料金」に改める。 

  第 19条第１項中「デイサービスセンター利用料金および施設」を削り、同条第２項中「第

８条および」、「デイサービスセンター利用料金および施設」および「デイサービスセンター

の利用者および」を削り、同条第３項中「デイサービスセンター利用料金の額は第８条第２

項の規定による額を上限として、施設利用料金の額は」を「利用料金の額は、」に改める。 

 

 (米原市西部デイサービスセンター条例の廃止) 

第４条 米原市西部デイサービスセンター条例（平成17年米原市条例第110号）は、廃止する。 

 

   付 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 
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米原市山東健康福祉センター条例新旧対照表 第１条関係（改正理由） 

改正後 現 行 改正理由 

(施設) 

第２条 米原市山東健康福祉センター（以下「健康福祉セン

ター」という。）は、保健センターをもって構成する。 

 

 

(事業) 

第３条 健康福祉センターは、次に掲げる事業を行う。 

(１) 略 

 

(２) その他健康福祉センターの設置目的を達成するため

に必要な事業 

(休館日) 

第５条 健康福祉センターの休館日は、次に掲げるとおりと

する。ただし、市長が特に必要と認めるときは、これを変

更することができる。 

 

(１) 日曜日および土曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）

に規定する休日 

(３) 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

 

 

 

 

第６条 削除 

 

 

(施設) 

第２条 米原市山東健康福祉センター（以下「健康福祉セン

ター」という。）は、次に掲げる施設をもって構成する。 

(１) 保健センター 

(２) デイサービスセンター 

(事業) 

第３条 健康福祉センターは、次に掲げる事業を行う。 

(１) 略 

(２) 通所介護（デイサービス）事業 

(３) その他健康福祉センターの設置目的を達成するため

に必要な事業 

(休館日) 

第５条 健康福祉センターの休館日は、次に掲げるとおりと

する。ただし、市長が特に必要と認めるときは、これを変

更することができる。 

(１) 保健センター 

ア 日曜日および土曜日 

イ 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）

に規定する休日 

ウ 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

(２) デイサービスセンター 

ア 日曜日 

イ 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

(利用料金) 

第６条 デイサービスセンターの利用者は、市長にその利用

に係る料金（以下「利用料金」という。）を納付しなければ

ならない。 

 

・山東健康福祉センターを構成

する施設からデイサービスセ

ンターを削除する改正 

 

 

・山東健康福祉センターが行う

事業のうち、通所介護（デイ

サービス）事業を削除する改

正 

・号の１号繰上げ 

 

・休館日に関する規定からデイ

サービスセンターを削除する

改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・デイサービスセンターの利用

に係る料金に関する規定を削

除する改正 
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第８条から第 10 条まで 削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 利用料金は、介護保険法（平成９年法律第 123 号）第 41

条第４項第１号の規定により厚生労働大臣が定める基準ま

たは同法第53条第２項第１号の規定により厚生労働大臣が

定める基準により算定した費用の額またはその例により算

出した額の範囲内とする。 

３ 市長が必要と認めるときは、前項の規定にかかわらず、

利用料金を減額し、または免除することができる。 

(指定管理者による管理) 

第８条 市長は、デイサービスセンターの管理運営上必要が

あると認めるときは、指定管理者（地方自治法（昭和 22年

法律第 67 号）第 244 条の２第３項および米原市公の施設に

係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平成 17 年米原

市条例第 56号）に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）

にデイサービスセンターの管理を行わせることができる。 

２ 前項の規定により指定管理者にデイサービスセンターの

管理を行わせる場合の指定管理者が行う業務は、次に掲げ

る業務の全部または一部とする。 

(１) 第３条第２号に掲げる業務 

(２) デイサービスセンターの施設および設備の維持管理

に関すること。 

(３) デイサービスセンターの利用料金の収受に関するこ

と。 

(４) その他管理上市長が必要と認める業務 

３ 第１項の規定により市長が指定管理者に管理を行わせる

場合にあっては、第４条および第５条の規定によるほか、

指定管理者は、必要と認めるときは、あらかじめ市長の承

認を得て、第４条に規定する開館時間を変更し、または第

５条第３項に規定する休館日を変更し、もしくは臨時に休

館日を定めることができる。 

(指定管理者の管理の基準等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指定管理者による管理に関す

る規定を削除する改正 
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第９条 指定管理者は、次に掲げる基準により管理業務を行

わなければならない。 

(１) 関係する法令、条例および規則を遵守し、適正にデ

イサービスセンターの運営を行うこと。 

(２) デイサービスセンターの施設および設備の維持管理

を適切に行うこと。 

(利用料金の収受) 

第 10 条 市長は、第８条の規定により指定管理者に管理を行

わせた場合は、デイサービスセンター利用料金を当該指定

管理者の収入として、全部または一部を収受させることが

できる。 

２ 前項の利用料金の額は、第６条第２項に定める金額を超

えない範囲において、あらかじめ市長の承認を受けて指定

管理者が定めるものとする。 

３ 指定管理者は、特別な理由があると認めるときは、市長

の承認を受けてこれを減額し、または免除することができ

る。 

 

・指定管理者の管理の基準等に

関する規定を削除する改正 

 

 

 

 

 

・指定管理者によるデイサービ

スセンターの利用料金の収受

に関する規定を削除する改正 

 

米原市地域福祉センター条例新旧対照表 第２条関係（改正理由） 

改正後 現 行 改正理由 

 

第２条 削除 

 

 

 

 

(事業) 

第３条 第１条の表に掲げる地域福祉センター（以下「地域

(施設) 

第２条 前条の表に掲げる地域福祉センター（以下「地域福

祉センター」という。）を構成する施設は、次のとおりとす

る。 

(１) 地域福祉支援センター 

(２) デイサービスセンター 

(事業) 

第３条 地域福祉センターは、次に掲げる事業を行う。 

 

・地域福祉センターを構成する

施設からデイサービスセンタ

ーを削除する改正 

 

 

 

・地域福祉センターの定義規定
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福祉センター」という。）は、次に掲げる事業を行う。 

(１)～(３) 略 

 

(４) 前各号に掲げるもののほか、地域福祉センターの目

的達成に必要な事業に関すること。 

(休館日) 

第５条 地域福祉センターの休館日は、次に掲げるとおりと

する。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、こ

れを変更し、または臨時に休館日を定めることができる。 

 

(１) 日曜日および土曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）

に規定する休日 

(３) 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

 

 

 

 

第８条 削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(使用料) 

第９条 略 

 

(１)～(３) 略 

(４) 通所介護（デイサービス）事業に関すること。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、福祉センターの目的達

成に必要な事業に関すること。 

(休館日) 

第５条 地域福祉センターの休館日は、次に掲げるとおりと

する。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、こ

れを変更し、または臨時に休館日を定めることができる。 

(１) 地域福祉支援センター 

ア 日曜日および土曜日 

イ 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）

に規定する休日 

ウ 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

(２) デイサービスセンター 

ア 日曜日 

イ 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

(デイサービスセンターの利用料金) 

第８条 デイサービスセンターの利用者は、デイサービスセ

ンターの利用に係る料金（以下「デイサービスセンター利

用料金」という。）を市長に納付しなければならない。 

２ デイサービスセンター利用料金は、介護保険法（平成９

年法律第 123 号）第 41条第４項第１号の規定により厚生労

働大臣が定める基準または同法第53条第２項第１号の規定

により厚生労働大臣が定める基準により算定した費用の額

またはその例により算出した額の範囲内とする。 

３ 市長が必要と認めるときは、前項の規定にかかわらず、

利用料金を減額し、または免除することができる。 

(地域福祉支援センターの使用料) 

第９条 略 

を定める改正 

 

・地域福祉センターが行う事業

のうち、通所介護（デイサー

ビス）事業を削除する改正 

・号の１号繰上げ、文言整理 

・休館日に関する規定からデイ

サービスセンターを削除する

改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・デイサービスセンターの利用

に係る料金に関する規定を削

除する改正 

 

 

 

 

 

 

 

・見出しの変更 
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(指定管理者による管理) 

第 17 条 略 

２ 前項の規定により指定管理者に地域福祉センターの管理

を行わせる場合の指定管理者が行う業務は、次に掲げる業

務の全部または一部とする。 

(１)～(３) 略 

(４) 地域福祉センターの利用に係る料金（以下「利用料

金」という。）の収受に関すること。 

 

(５) 略 

３・４ 略 

(利用料金) 

第 19 条 市長は、第 17 条の規定により指定管理者に管理を

行わせる場合は、利用料金を当該指定管理者の収入として

全部または一部を収受させることができる。 

 

２ 第９条の規定にかかわらず、前項の規定により指定管理

者に利用料金を収受させる場合は、施設の利用者は、当該

利用料金を指定管理者に支払わなければならない。 

 

 

３ 利用料金の額は、別表に定める使用料の額に 1.5 を乗じ

て得た額を上限として、あらかじめ市長の承認を受けて指

定管理者が定めるものとする。これを変更しようとすると

きも、同様とする。 

 

 

４・５ 略 

 

(指定管理者による管理) 

第 17 条 略 

２ 前項の規定により指定管理者に地域福祉センターの管理

を行わせる場合の指定管理者が行う業務は、次に掲げる業

務の全部または一部とする。 

(１)～(３) 略 

(４) デイサービスセンター利用料金および地域福祉支援

センターの利用に係る料金（以下「地域福祉支援センタ

ー利用料金」という。）の収受に関すること。 

(５) 略 

３・４ 略 

(利用料金) 

第 19 条 市長は、第 17 条の規定により指定管理者に管理を

行わせる場合は、デイサービスセンター利用料金および地

域福祉支援センター利用料金を当該指定管理者の収入とし

て全部または一部を収受させることができる。 

２ 第８条および第９条の規定にかかわらず、前項の規定に

より指定管理者にデイサービスセンター利用料金および地

域福祉支援センター利用料金を収受させる場合は、デイサ

ービスセンターの利用者および施設の利用者は、当該利用

料金を指定管理者に支払わなければならない。 

３ デイサービスセンター利用料金の額は第８条第２項の規

定による額を上限として、地域福祉支援センター利用料金

の額は別表に定める使用料の額に 1.5 を乗じて得た額を上

限として、あらかじめ市長の承認を受けて指定管理者が定

めるものとする。これを変更しようとするときも、同様と

する。 

４・５ 略 

 

 

 

 

 

 

 

・指定管理者による管理のうち、

デイサービスセンターの利用

料金の収受に関する規定を削

除する改正 

 

 

・指定管理者に管理を行わせる

場合におけるデイサービスセ

ンターの利用料金に関する規

定を削除する改正 
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米原市伊吹健康プラザ愛らんど条例新旧対照表 第３条関係（改正理由） 

改正後 現 行 改正理由 

(施設) 

第２条 米原市伊吹健康プラザ愛らんど（以下「愛らんど」

という。）を構成する施設は、次のとおりとする。 

(１) 地域福祉支援センター 

(２) 保健センター 

 

(事業) 

第３条 愛らんどは、次に掲げる事業を行う。 

(１)・(２) 略 

 

(３) 前２号に掲げるもののほか、愛らんどの設置目的を

達成するために必要な事業 

(休館日) 

第５条 愛らんどの休館日は、次に掲げるとおりとする。た

だし、市長が特に必要があると認めるときは、これを変更

し、または臨時に休館日を定めることができる。 

 

(１) 日曜日および土曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）

に規定する休日 

(３) 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

 

 

 

 

第８条 削除 

 

(施設) 

第２条 米原市伊吹健康プラザ愛らんど（以下「愛らんど」

という。）を構成する施設は、次のとおりとする。 

(１) 地域福祉支援センター 

(２) 保健センター 

(３) デイサービスセンター 

(事業) 

第３条 愛らんどは、次に掲げる事業を行う。 

(１)・(２) 略 

(３) 通所介護（デイサービス）事業 

(４) 前３号に掲げるもののほか、愛らんどの設置目的を

達成するために必要な事業 

(休館日) 

第５条 愛らんどの休館日は、次に掲げるとおりとする。た

だし、市長が特に必要があると認めるときは、これを変更

し、または臨時に休館日を定めることができる。 

(１) 地域福祉支援センターおよび保健センター 

ア 日曜日および土曜日 

イ 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）

に規定する休日 

ウ 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

(２) デイサービスセンター 

ア 日曜日 

イ 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

(デイサービスセンターの利用料金) 

第８条 デイサービスセンターの利用者は、デイサービスセ

ンターの利用に係る料金（以下「デイサービスセンター利

 

 

 

 

 

・愛らんどを構成する施設から

デイサービスセンターを削除

する改正 

 

・愛らんどが行う事業のうち、

通所介護（デイサービス）事

業を削除する改正 

・号の１号繰上げ、文言整理 

・休館日に関する規定からデイ

サービスセンターを削除する

改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・デイサービスセンターの利用

に係る料金に関する規定を削
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(指定管理者による管理) 

第 17 条 略 

２ 前項の規定により指定管理者に愛らんどの管理を行わせ

る場合の指定管理者が行う業務は、次に掲げる業務の全部

または一部とする。 

(１)～(３) 略 

(４) 愛らんどの施設の利用に係る料金（以下「利用料金」

という。）の収受に関すること。 

 

(５) 略 

３・４ 略 

(利用料金) 

第 19 条 市長は、第 17 条の規定により指定管理者に管理を

行わせる場合は、利用料金を当該指定管理者の収入として

全部または一部を収受させることができる。 

 

２ 第９条の規定にかかわらず、前項の規定により指定管理

者に利用料金を収受させる場合は、施設の利用者は、当該

利用料金を指定管理者に支払わなければならない。 

 

 

用料金」という。）を納付しなければならない。 

２ デイサービスセンター利用料金は、介護保険法（平成９

年法律第 123 号）第 41条第４項第１号の規定により厚生労

働大臣が定める基準または同法第53条第２項第１号の規定

により厚生労働大臣が定める基準により算定した費用の額

またはその例により算出した額の範囲内とする。 

３ 市長が必要と認めるときは、前項の規定にかかわらず、

デイサービスセンター利用料金を減額し、または免除する

ことができる。 

(指定管理者による管理) 

第 17 条 略 

２ 前項の規定により指定管理者に愛らんどの管理を行わせ

る場合の指定管理者が行う業務は、次に掲げる業務の全部

または一部とする。 

(１)～(３) 略 

(４) デイサービスセンター利用料金および愛らんどの施

設の利用に係る料金（以下「施設利用料金」という。）の

収受に関すること。 

(５) 略 

３・４ 略 

(利用料金) 

第 19 条 市長は、第 17 条の規定により指定管理者に管理を

行わせる場合は、デイサービスセンター利用料金および施

設利用料金を当該指定管理者の収入として全部または一部

を収受させることができる。 

２ 第８条および第９条の規定にかかわらず、前項の規定に

より指定管理者にデイサービスセンター利用料金および施

設利用料金を収受させる場合は、デイサービスセンターの

利用者および施設の利用者は、当該利用料金を指定管理者

に支払わなければならない。 

除する改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指定管理者による管理のうち、

デイサービスセンターの利用

料金の収受に関する規定を削

除する改正 

 

 

 

・指定管理者に管理を行わせる

場合におけるデイサービスセ

ンターの利用料金に関する規

定を削除する改正 
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３ 利用料金の額は、別表に定める使用料の額に 1.5 を乗じ

て得た額を上限として、あらかじめ市長の承認を受けて指

定管理者が定めるものとする。これを変更しようとすると

きも、同様とする。 

 

４・５ 略 

 

３ デイサービスセンター利用料金の額は第８条第２項の規

定による額を上限として、施設利用料金の額は別表に定め

る使用料の額に 1.5 を乗じて得た額を上限として、あらか

じめ市長の承認を受けて指定管理者が定めるものとする。

これを変更しようとするときも、同様とする。 

４・５ 略 

 

 

 


